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メジカルビュー :  2020.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

栁原克紀・教授 評議員 日本臨床化学会

0 0 1 7 16 44

栁原克紀・教授 理事、評議員、九州支部長 日本臨床検査医学会

栁原克紀・教授 理事、評議員 日本感染症学会
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長谷川寛雄・准教授 世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会

栁原克紀・教授 評議員、監事 日本化学療法学会

栁原克紀・教授 評議員、理事 日本DDS学会

栁原克紀・教授 代議員 日本結核学会

栁原克紀・教授 評議員、理事 日本環境感染学会

栁原克紀・教授 代議員 日本呼吸器学会

栁原克紀・教授 評議員、理事 日本臨床微生物学会

栁原克紀・教授 Associate editor Journal of Infection and Chemotherapy

栁原克紀・教授 編集委員 環境感染

栁原克紀・教授 代表世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会

栁原克紀・教授 代表世話人 長崎CID研究会

栁原克紀・教授 緑膿菌感染症研究会 運営委員

栁原克紀・教授 MRSAフォーラム 世話人

栁原克紀・教授 九州精度管理委員会 理事

栁原克紀・教授 日本嫌気性菌感染症学会 幹事

栁原克紀・教授 感染症遺伝子検査委員会委員長 日本感染症学会

長谷川寛雄・准教授 評議員 日本検査血液学会

栁原克紀・教授 長崎県精度管理委員会 委員長

栁原克紀・教授 Treasurer
Asia-Pacific Society of Clinical
Microbiology and Infection

長谷川寛雄・准教授 評議員 日本臨床検査医学会

長谷川寛雄・准教授 医療安全委員会 日本臨床検査医学会

長谷川寛雄・准教授 編集委員 日本検査血液学会

長谷川寛雄・准教授 評議員 日本HTLV-1学会

長谷川寛雄・准教授 評議員 日本臨床化学会

小佐井康介・講師 多剤耐性菌感染制御委員会委員 日本環境感染学会

小佐井康介・講師 世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会

坂本　啓・講師 世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

賀来敬仁・助教 国際化・学際化委員会 日本感染症学会

賀来敬仁・助教 気道感染症の抗菌薬適正使用委員会 日本感染症学会

賀来敬仁・助教 感染症遺伝子検査委員会 日本感染症学会

賀来敬仁・助教 抗菌化学療法認定薬剤師制度委員会 日本化学療法学会

賀来敬仁・助教 評議員 日本感染症学会

賀来敬仁・助教 評議員 日本化学療法学会

栁原克紀・教授 AMED 代表
ウイルス等感染症対策技術開発事業　基礎研
究支援　COVID-19定量的スクリーニング（抗
原・抗体検査）検査法の基盤開発

栁原克紀・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)ESBL産生菌の腸内定着に寄与する
マイクロバイオームの解明と新規制御法への
展開

宇野直輝・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)　血中cell-free DNAの基準範囲
及び測定前変動要因の決定

小佐井康介・助教
公益財団法人 黒住医学研究振興
財団

代表
2020年度 第28回 研究助成金「赤外分光法を
用いた新しい薬剤耐性菌タイピング法の微生
物検査への活用」

栁原克紀・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究（B）新敗血症定義に準拠した敗血症
総合検査システム構築と国内及び東南アジア
へ運用展開

栁原克紀・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)ATL発症クローンの同定・解析に
基づく病因解明と個別化検査法の確立

研　究　題　目

栁原克紀・教授 AMED 代表
新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開
発推進研究事業　薬剤耐性菌対策に資する診
断法・治療法等の開発研究

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

坂本　啓・講師 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)宿主免疫機構と細菌叢の作用を連
携させた、細菌感染に対する新規治療法の開
発

坂本　啓・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)難治性がん治療用デザイナー細菌
の開発

難治性疾患実用化研究事業　シーズ探索研究
から発展する家族性地中海熱（FMF）に対する
トシリズマブの医師主導治験

長谷川寛雄・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)ATL発症クローンの同定・解析に
基づく病因解明と個別化検査法の確立

長谷川寛雄・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)ATLL及びB細胞性リンパ腫発症リ
スク評価・判定法の開発

長谷川寛雄・准教授 AMED 分担
新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開
発推進研究事業　HTLV-1の総合的な感染対策
に資する研究

栁原克紀・教授 厚生労働省 分担

小佐井康介・助教 公益社団法人 日本化学療法学会 分担
「血流感染症の患者より分離されたグラム陰
性桿菌の微生物学的解析」
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栁原克紀・教授 公益社団法人日本化学療法学会
血流感染症の患者より分離されたグラム陰性桿菌の微生
物学的解析

栁原克紀・教授
鼻咽頭検体を用いたSARS-CoV-2
およびインフルエンザウイルス
RNAの検出性能評価

ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

栁原克紀・教授

Epidemiological Study to
Estimate the O-serotype
Distribution of
Extraintestinal Pathogenic
Escherichia coli (ExPEC)
Isolated From Hospitalized
Patients of All Age Groups
With Invasive ExPEC Disease
(IED) and to Evaluate the
Clinical Case Definition and
Risk Factors（邦題）腸管外病
原性大腸菌(ExPEC) による侵襲
性感染症(IED, invasive ExPEC
disease)の入院患者(全年齢群)
から分離した，ExPEC のO 血清
型の分布を推定し，臨床像の定
義とリスク因子を評価する疫学
研究

パレクセル・インターナショナル株式会社

栁原克紀・教授

新規超高速PCR機器による病原性
微生物の迅速診断法の確立に向
けた臨床検体による性能評価試
験

杏林製薬株式会社

栁原克紀・教授
賀来敬仁・助教

新規インフルエンザウイルス迅
速検出法のうがい液での有効性
検証

東ソー株式会社

栁原克紀・教授
賀来敬仁・助教

新規インフルエンザウイルス迅
速検出法の検出能評価

東ソー株式会社

栁原克紀・教授
マイクロバイオームを介したソ
リスロマイシンの免疫調節作用
の解析

富士フイルム富山化学株式会社

栁原克紀・教授
薬剤耐性菌の腸管定着抑制・腸
管定着抵抗性に与える
Clostridium butyricumの効果

ミヤリサン製薬株式会社

栁原克紀・教授
賀来敬仁・助教

インフルエンザ様疾患における
新規迅速検査法の性能評価

ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

栁原克紀・教授
賀来敬仁・助教

S-649266ナトリウム塩製剤の
Pseudomonas aeruginosa及び
Acinetobacter baumanniiによる
マウス人工呼吸器関連肺炎モデ
ルにおける治療効果（委託者側
課題番号：S-649266-EF-338-R）

塩野義製薬株式会社

栁原克紀・教授
COVID-19診断用の体外診断薬開
発

セルスぺクト株式会社

栁原克紀・教授
妊婦における新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の抗体保
有に関する研究

アボットダイアグノスティクスメディカル株式会社

栁原克紀・教授 SARS-CoV-2検出系の検証 タカラバイオ株式会社

栁原克紀・教授

呼吸器病原体（細菌、ウイル
ス）に対するマルチプレックス
PCR検査試薬に関する臨床性能評
価

ビオメリュー・ジャパン株式会社

賀来敬仁・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「細菌性肺炎の
重症化メカニズムの解明および重症化を抑制
する方法の検証」
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特　許

その他
　非常勤講師

常在細菌叢の多様性確保により生ずる交差免疫のリスク
の回避機構について

小佐井康介・助教
ビオメリュー・ジャパン株式会
社

呼吸器病原体（細菌、ウイルス）に対するマルチプレッ
クスPCR検査試薬に関する臨床性能評価

小佐井康介・助教 ブルカー・ジャパン株式会社 赤外分光法を用いた菌株タイピングの有用性評価

小佐井康介・助教
ロシュ・ダイアグノスティック
ス株式会社

鼻咽頭検体を用いたSARS-CoV-2およびインフルエンザウ
イルスRNAの検出性能評価

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

坂本　啓・講師 発酵研究所
細菌の宿主定着能獲得や病原性獲得への 進化のメカニズ
ムの解明

坂本　啓・講師 アステラス病態代謝研究会 即効性液性免疫と細菌叢を連携した新規感染症治療法

栁原克紀・教授
新型コロナウイルス予防対策の
ための「宿泊施設取組ガイドラ
イン」の監修

株式会社JTB長崎支店

坂本　啓・講師 ライフサイエンス振興財団

長谷川寛雄・准教授
非ホジキンリンパ腫発症のリス
ク判定補助方法

2016年11月21日 出願中 特願2016-150300

長谷川寛雄・准教授 抗癌活性化合物 2012年1月17日 2016年2月26日 第5888702号

長谷川寛雄・准教授
非ホジキンリンパ腫発症のリス
ク判定補助方法

2016年7月1日 出願中 特願2016-226343

栁原克紀・教授 非常勤講師（大阪市立大学細菌学教室） 大阪市立大学

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

栁原克紀・教授 非常勤講師（東北大学検査部） 東北大学
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